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第33回地本委員会 質疑応答（9名35件）

集約答弁

【敦賀地区支部】 高知 秀和
・春闘及び新幹線開業を無事迎えられた際
の期待
・ダイヤ改正における情報開示の課題について
・解散、結成大会の金沢地本への協力依頼

【糸魚川地区支部】 横山 章吾
・購入券のe5489導入についての要望

・実務レベル（知識）のポイント制移行時
の疑問
・電子関係での申請時の問合せや対面窓口
開設などのサポート体制強化への要望
・広域出向手当、累進増額の提案
・家族支援共済のキャッシュバック
・春闘についての期待

【工務部会】 高知 勇紀
・フレックスの拡大への要望
・兼務のかかった社員への手当の要望

【支社支部】 深澤 優介
・通勤時の駐車料金の支給又は、
駐車場の設置への要望

【富山支部】 安田 貴和
・お守り手帳を活用した安全教育の実施
・業務効率化による働く社員の減少や１人
当たりの業務量増加への課題及び外国人
技術実習制度活用への質疑
・春闘、人材投資への期待
・地震発生時、気象庁観測震度の活用の
提案
・新幹線開業の諸課題（一人ひとりのライフ
プランに合わせた働き方）について
・年次有給休暇申告簿のデジタル化への要望【高岡地区支部】 杉本 峰章

・クラウドキャンパス訓練での個人の理解度
やコミュニケーションの問題について
・新幹線開業後の新高岡駅の要員の見直し
について

【金沢地区支部】 長浦 由実
・会社施策に対する人材育成が行えて
いるのかへの疑問
・地上職組合員に光が当たる春闘への期待
・従来の組合活動のほかに、若手組合員
の視点に合わせた活動の展開への要望
・災害時の情報収集方法（タブレットの閲
覧制限や携帯の使用ルール）の見直し
について

【七尾地区支部】 西 卓也
・支線へのワイズTID導入について
・遠距離通勤者増加に伴う社宅・寮の
環境整備への要望
・人員配置や、環境が伴った施策の実施を
・七尾線復旧への頑張りに応える春闘
結果への期待

【福井地区支部】 板倉 潤也

・労災を発生させないためのチェック機能
（お守り手帳、ABC運動）を浸透させる
取り組みの実行
・2024春闘について、エリア手当の増額
への期待

安全について、ダイヤ改正後は、新たなJR職場が増えることや各三セク会社出向者が増えることにより、各会社でそれぞれのルールを遂行することな
ど大きな環境の変化だけに慣れない作業などが多くあると思っております。組合員の環境は様々であるが異動が発生するたびの教育が重要になってくる
と思っております。今委員会でも「安全お守り手帳」活用の意見をいただいた。金沢地本としては、教育活動を通じて職場点検の取組みなど地道な活動
を引き続き行っていくほか、今後の金沢地本エリアの実態をしっかり把握していくことも重要であるため、日頃から各支部、特に分会や部会で意見をま
とめていただくことを要請します。
春闘について、今委員会での発言も含め再度春闘への熱い思いが伝わりました。現在は本部本社間で交渉が行われ奮闘している最中であり、金沢地本

としても組合員皆様の思いを取りまとめ、全分会で激布行動を行ってきました。春闘期間中は中央闘争委員会をサポートするとともに引き続き春闘ニュー
スやJR西労組LINEにて情報を発信していきます。
組織について、北陸新幹線敦賀開業に伴い支部・分会体制を見直します。これまで各級機関で議論し作り上げていきました。日頃の世話役活動を意識し出向組
合員へも行き届く体制を整えてきたと思っております。今後は組織体制についても振り返りながらより良い体制について継続した議論をしていきます。その他、北陸
新幹線敦賀開業後の新たな課題も予想されるため中央本部とも連携し次期金沢地本定期大会まで活動方針に則り活動を展開していきます。
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